
｢八重の桜―新島八重を読もう―｣

平成２４年（２０１２）１１月作成

書名 編著者名 出版社 出版年 請求記号

1
時代を駆ける新島八重  歴史春秋出版

◆最近明らかになった新事実を基に、八重の生涯を写真や絵図で紹介。

2
新島八重 笹川　壽夫 新潟日報事業社

◆新時代を生きた八重の生涯を簡潔に描く。

3
日本の元気印・新島八重 本井 康博 思文閣出版

◆シリーズ｢新島襄を語る｣の別巻。八重の会津時代を中心に、新島襄夫人・八重の本当の姿を紹介。

4
岩澤　信千代 アイミライ

5
新島八重　愛と闘いの生涯 吉海　直人 角川書店

6
湯田　祥子 会津若松市観光公社

◆｢福島民報ナビＴＩＭＥ｣に掲載された｢会津女性　八重の生涯｣を書籍化。

7
若松城天守閣博物館

8
新島八重子回想録 永沢　嘉巳男 大空社

○　小説

1
藤本　ひとみ 中央公論新社

◆銃を手にして鶴ヶ城の戦いに挑んだ八重を描く。戊辰戦争に新しい光を当てる歴史長編。

2
早乙女　貢 新人物往来社

◆会津人の魂を胸に明治を生きた兄妹の絆を描く。巻末に「新島八重回想録」を収録。

3
福本　武久 新潮社

◆戊辰戦争での死闘、家族・夫との別離・・・八重の激動の日々を描く長編小説。

○　評伝・回想録

野口　信一　　
小枝　弘和 平成24年（2012） 092.8／ニ

平成24年（2012） 092.8／ニ

平成24年（2012） 092.8／ニ

不一　　　　　　　　　　　　
－新島八重の遺したもの－ 平成24年（2012） 092.8／ニ

◆著者の家に伝わる八重の手紙・書を中心に八重の生涯を紹介。巻末に特別寄稿｢永岡清治と山本兄妹｣を
収録。

平成24年（2012） 092.8／ニ

◆豊富な資料をもとに八重に関するエピソードを綴る。｢男装して会津城に入りたる当時の苦心｣ほか八重
の懐古談も５点収録。

新島八重　　　　　　　　　　　　
－会津の魂を胸に生きた女性－ 平成24年（2012） 092.8／ニ

京都守護職拝命150年と新島八重
平成24年（2012） 092.1／キ

◆会津藩主松平容保が京都守護職に就任してから150年。激動の幕末と新島八重の生涯を多くの写真で紹
介。

平成8年（1996） 092.8／ニ

◆昭和3年｢同志社新聞｣に連載された｢新島未亡人回想録｣を復刻。

幕末銃姫伝　　　　　　　　　
－京の風会津の花－ 平成22年（2010） 099.3／フ

明治の兄妹　　　　　　　　　
－新島八重と山本覚馬－ 平成24年（2012） 099.3／サ

小説・新島八重　会津おんな戦
記 平成24年（2012） 099.3／フ



○　マンガ

1
松尾　しより 双葉社

◆最初の夫・川崎尚之助との結婚と別れ、戊辰戦争での壮絶な戦いまでを描く。

○　子ども向けの本

1
新島八重 鶴賀　イチ 歴史春秋出版

2
楠木　誠一郎 ポプラ社

3
国松　俊英 岩崎書店

◆幕末から明治の激動の時代をひたむきに生きた八重の生涯を描く。小学校中・高学年向き。

○　八重ゆかりの人々①　～新島襄～

1
ハンサムに生きる 本井 康博 思文閣出版

○　八重ゆかりの人々②　～山本覚馬～

1
山本覚馬伝　改訂増補 青山　霞村 京都ライトハウス

2
闇はわれを阻まず 鈴木　由紀子 小学館

○　八重ゆかりの人々③　～幕末の会津藩士たち～

1
幕末会津の女たち、男たち 中村　彰彦 文藝春秋

◆山本（新島）八重、西郷一族、照姫、町野主水の他、幕末会津の知られざる歴史の真実に迫る。

2
幕末会津藩士銘々伝　上・下 新人物往来社

◆戊辰戦争で敗れ散っていった名将、名参謀たち。下巻では八重の兄・山本覚馬を紹介。

3
会津鶴ヶ城の女たち　改訂 阿達　義雄 歴史春秋出版

※上記の本以外にも新島八重に関する資料を多数所蔵しています。詳しくは職員にお問い合わせください。

清らにたかく　　　　　　　　
－ハンサムガール－① 平成24年（2012） 097.2／マ／1

平成24年（2012） 092.8／ニ

◆幼い日の父の教え、母の姿を胸に、苦しみに出会っても、誰をも恨まず、愛と祈りのうちに凛と生きた
八重の生涯を描く。 小学校低・中学年向き。

新島八重　　　　　　　　　　
－維新の桜－ 平成24年（2012） 092.8／ニ

◆幕末から昭和初期にかけて激動の時代を生きた、ハンサムウーマン・新島八重の波乱に満ちた生涯を描
く。小学校高学年向き。

新島八重　　　　　　　　　　　　
－会津と京都に咲いた大輪の花－ 平成24年（2012） 092.8／ニ

平成22年（2010） 289.1／ニ

◆シリーズ「新島襄を語る」の７巻目。新島襄と八重の家庭生活を中心に襄の人間的な側面や特徴に迫
る。

昭和51年（1976） 092.8／ヤ

◆新島襄と共に同志社の運営に力を注いだ山本覚馬の伝記を校友である著者が編集。昭和３年刊の改訂増
補版。

平成10年（1998） 092.8／ヤ

◆盲目でありながら、京都府顧問として古都の復興をなしとげ、新島襄と共に同志社英学校を創設するな
ど、地方の発展に尽くした山本覚馬の姿を描く。

平成24年（2012） 092.8／ナ

小桧山　六郎　
間島　勲 平成16年（2004） 092.8／バ

平成21年（2009） 092.8／ア

◆会津の女たちは戊辰戦争をどのように戦い抜いたのか。｢籠城｣｢自刃｣｢避難｣の３部に分けて解説。昭和
５６年刊の改訂版。
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